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認知症の⼈へのケアは笑顔を⽣み出す効果もある＝デンマーク・ミドルファート市の⾼齢者施
設で、筆者撮影

地域で暮らし続ける〜⽇本とデンマークの現場から

 前回はデンマークの認知症コーディネーターの話をしましたので、今回は認知症に
関連して、薬を使わない“治療”についてお話しましょう。認知症を根治させる治療法
はありません。しかし、関連する症状を和らげることができる治療法はあるのです。

 認知症に対する治療法として、三つの柱があるとされています。▽薬物療法▽ケア
▽⾮薬物療法――です。この中で、⼀般的に理解しやすいのが、薬物療法でしょう。
病気を薬によって治療するというのは、まさに医療の基本ですから。しかし筆者は医
師でないため、薬物療法の説明は他の⽅に譲ります。ただ、認知症を根治させる薬は
現時点では存在しません。認知症のための薬は、認知症の種類や重症度によっても異
なりますが、症状の進⾏をゆるやかにすることが主な効果となります。

無限の⼒がある「ケア」
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 次の治療法として、ケアが挙げられます。認知症の⼈は、⽇常⽣活に⽀障が出てケ
アが必要となっていることが多く、⽣活を⽀えるケアは⽋かせません。⼗分なケアを
受けて落ち着いた状態を保つことで、周辺症状と呼ばれる興奮、うつ、妄想、徘徊
（はいかい）などの状態を和らげることができます。「症状を改善させる効果があ
る」という意味で、ケアも治療法といえるのです。

 「ケアには無限の⼒があります」

 知り合いの介護⼠はこう断⾔します。⽇常のケアには、薬にも匹敵する⼤きな意味
があるのです。この⾔葉を裏付けしようとしている社会福祉法⼈を⾒学したことがあ
ります。富裕層向けのサービス付き⾼齢者住宅を運営しており、駅から⾄近。部屋の
広さにもよりますが、介護費なども含め、1カ⽉に70万円ぐらいの⼊居料がかかるこ
ともあります。社会福祉法⼈の理事⻑は「費⽤はかかりますが、できる限りの介護を
することで、介護の⼒を試したいと思いました」と事業を始めたきっかけを教えてく
れました。将来的にはここで得た知識経験をもとに、⼀般的な費⽤でこうしたケアを
実現できるようにしたいとも話していました。⾒学ですので、すべてを⾒られたわけ
ではありません。⼊居者は認知症に限ったわけではなく、さまざまな⽅がいらっしゃ
いましたが、⼿厚いケアを受ける中で、“平穏”に過ごすことができていました。

認知症治療で⼤切な“平穏”

 実は、この“平穏”が⼤切なのです。治療、といえば、「症状が改善して元気になる
こと」と考えると思います。それは全く間違っていません。しかし、治療を始めて元
気になるまでの間はどうでしょうか。痛みや体が動かない不⾃由さがある程度は続く
わけで、「苦しい毎⽇」となる可能性があります。さらに治療が終わって⼀旦は元気
になったとしても、⾼齢者の場合、何がしかの⽇常の⽀援は必要です。それに対し、
⼈間的な温かみを含みながら、その⼈ができないことを可能な限り⽀え、⽇々を“平
穏”に過ごすために役⽴つのがケアなのです。ケアがない薬物療法だけでは、治療は
成り⽴たないことがお分かりいただけるかと思います。

 三つめの治療法は、⾮薬物療法です。読んで字のごとく、薬物を使わない治療法で
す。⾮薬物療法は、狭義には、「薬物を使わない認知症者への治療法」ですが、広義
には、「薬物を使わない介護者へのかかわり」「薬物を使わない認知症者への働きか
け」も含まれます。



有酸素運動は認知症予防だけでなく、運動療法として⾮薬物療法にも位置付けられる＝デンマ
ーク・ミドルファート市のトレーニングセンターで、筆者撮影

 ⾮薬物療法は、薬物の使⽤がないため副作⽤もなく、「⾮薬物療法が第⼀」と⾔わ
れることがあります。薬物療法と組み合わせた治療も⾏われます。介護現場でも、
⽇々の活動として重宝がられる傾向もあります。デンマークにおいても、認知症治療
で薬物の使⽤を抑えるために⾮薬物療法は推奨されています。

 ⾮薬物療法は、

・周辺症状に有効

・前頭側頭型認知症など抗認知症薬の効果がないタイプの認知症に有効

だとされます。しかし、⽇本神経学会などが作成した「認知症疾患診療ガイドライン
2017」では、⾮薬物療法は推奨グレードは低く、エビデンス（科学的裏付け）総体
としては弱いとされ、有効性が⼗分に認められているとはいえません。

広い効果が期待できる⾮薬物療法

 ただ、以下のような効⽤があると⼀般的に⾔われています。

・プラスの感情を引き出すことによって精神的な安定をもたらし、不安や混乱を抑え
て周囲との穏やかな時間が持てるようにする。



グループでの「回想法」で思い出を語る⾼齢者たち＝筆者撮影

・昼間の活動に参加して覚醒や活動性を促す。また、昼夜のリズム付けを⾏うことで
夜間の安定した睡眠を促す。

・活動を継続して脳の活性化を促し、⾝体機能や認知機能を保つ。

・グループ活動は、他の⼈とのかかわりやコミュニケーションを促し、⼀⼈では得ら
れない感情や刺激を体験できる。

・家族が普段⽬にすることのない本⼈の表情や姿を⾒ることで、本⼈への理解が深ま
る。

 お読みいただければお分かりのように、⾮薬物療法による効果は、薬物のそれとは
異なります。本⼈⾃⾝だけではなく、周囲とのかかわりや家族への効果も期待される
のです。

 筆者は、⾮薬物療法のひとつである「回想法」を⽇本の⾼齢者デイサービスで⾏っ
ていたことがあります。認知症の⼈は、直近の出来事は思い出せなくても、幼いころ
の思い出や⼈⽣の中での⼤きなエピソードは忘れていないものです。それらについて
⼀緒に語り合うのが、回想法です。皆さんも昔の話をするときは⼼が和みませんか。
認知症の⼈でも同じなのです。デンマークでは介護現場でしばしば使われており、筆
者はデンマークでの経験を⽣かし、⽇本でも実施しました。

劇的な変化をもたらした「回想法」



 デイサービスで⾏った時、80代の⼥性が参加していました。この⼥性はあまり周囲
と打ち解けず、⼊居している⽼⼈ホームで隣⼈といさかいが起きがちでした。普段は
笑顔をみせることはあまりない⼥性が、回想法の中で、幼いころの遊びや旅⾏の思い
出などを話すうちに、笑顔が出てきて、するとそれにつられて他の利⽤者と話すよう
になりました。とても明るくなり、穏やかに⽇々を過ごせるようになりました。何回
か通ううち、筆者に「これ持っておくといいのよ」と⼿芸で作ったお守りまでくれま
した。これはいまでも筆者の宝物です。

 もっとも、⼥性はそううつの傾向もありました。その後はしばらく体調を崩して、
元の状態に戻ってしまったと職員から聞きました。⾼齢者は加齢の中で、「V字回
復」は必ずしも望めないのだと改めて感じました。

 ⾮薬物療法は、有効性のエビデンスこそ不鮮明ですが、そこに⼀定の可能性は感じ
られます。使ってみる価値はあると思います。次回は、回想法を中⼼により具体的に
説明していきます。
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